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【ゴールドマーケットの現状】

一般社団法人日本貴金属マーケット協会 池水雄一

SPDR Gold Shares円建価格 ゴールドとドルインデックス

ゴールドが急落後のレンジに入って二週間が過ぎましたが、続いています。まさに4000
ドルを中心とした動きになっており、これはしばらくは続きそうです。先週のこのレポー
トで4000ドルを中心として上下100ドルくらいのレンジになるのではと書きましたが、
実際には高値4030ドル、安値3928ドルと全体のレンジが100ドルとなり4000ドルをま
たいでの動きが続きました。週初と週末がほぼ4000ドルとこのレンジの動きを象徴する
ような一週間でした。まだまだしばらくはこのレンジでの弱気と強気の綱引きが続きそう
な印象です。短期筋のポジション調整と4000ドル超えでのショートセリングと下値3900
ドル近辺では買い増しをする長期投資家（筆者はこれ）のインタレストがこのレンジの上
下にどっしりと構えているのだと思います。米政府の閉鎖がまだ続いており（史上最長）、
米国の経済指標、そしてCFTCの先物ポジションも全く出ない中、なかなか大胆な取引は
できない状況です。長期的投資家としては、逆にやはり下げたところではポートフォリオ
のゴールド及び他の貴金属のポジションを増やしていくチャンスと考えて、このレンジの
下限3900ドルに近づいてきたら拾っていく、でいいのではないかと思います。これまで
一方的な相場の上げで買えなかった分、今は確実に拾っていくときでしょう。4月末~8月
末の3300ドル～3400ドルのレンジの時よりもは大分高くなりましたが。欲を言えばもう
少し深い調整が来て欲しいものですが、この現在のレンジでの底堅さを見ていると3900
ドルを割って大きく下げるのは可能性がゼロではないにしても難しく見えます。この下げ
で上海ゴールドが大きなディスカウントからロンドンゴールドに対してほぼパー、もしく
はプレミアムへと変化しており、中国の投資家も買いに回ってきているようです。やはり
このレンジ取引の間に極力拾っておいた方が長期的には得策だと思います。

ゴールド4000ドルを挟んだ動き続く
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Gold ETF残高とゴールド価格

米長期金利とゴールド

円建てゴールドとドル円

【マーケット・トピック】

「シルバーの現状」

シルバーも一進一退でしたが、米国がシルバー
とカパーをクリティカルミネラルに指定したい
う発表があり、それによって若干堅調となりま
した。シルバーもカパーも産業的、軍事的にも
重要なメタルであり、特に産業用では欠くこと
のできないものということで、需給がタイトな
こともあり、やはりこれらも将来的には価格の
上昇が必至でしょう。

「プラチナの現状」

プラチナは今週も頭の重たい展開でした。
ゴールドと同じように1600ドル以上の売
り、1500ドル近くでの買いがせめぎ合っ
ているというところでしょう。中国の広
州先物取引所がもう何年にもわたて計画
していたプラチナとパラジウムの先物取
引がようやく開始されるというニュース
がありました。今後に期待したいところ
です。
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池水雄一（いけみず・ゆういち）プロフィール

1962年生まれ兵庫県出身。1986年上智大学外国語学部英語学科卒業後、住友商事株式会社入

社、その後1990年クレディ・スイス銀行、1992年より三井物産株式会社で貴金属チームリー

ダーを務める。2006年よりスタンダードバンク東京支店副支店長、2009年に同東京支店で支

店長に就任。2019年9月より日本貴金属マーケット協会（JBMA）代表理事に就任。一貫して

貴金属ディーリングに従事し、世界各国のブリオン（貴金属）ディーラーでブルース（池水氏

のディーラー名）の名を知らない人はいない。
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